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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　体腔内に挿入される挿入管と、該挿入管の先端部端面から突出して設けられた突出部と
、挿入管の先端部端面の突出部以外の領域に配置された第１観察部材と、該突出部に設け
られた第２観察部材と、前記挿入管の先端部端面の突出部以外の領域に開口端が形成され
洗浄用の流体を該開口端から放出させるようになっている洗浄用チャンネルと、を有する
内視鏡の先端部に着脱可能に設けられる内視鏡用アタッチメントであって、
　前記突出部の先端部端面の少なくとも一部を覆うカバー部であって、前記第２観察部材
のカバーガラスを露出させるための開口窓を備えているものを有し、
　前記内視鏡用アタッチメントを内視鏡先端部に取り付けると、該内視鏡用アタッチメン
トと前記突出部との間の間隙と、前記洗浄用チャンネルの開口端との間に流路が形成され
るようになっている、ことを特徴とする内視鏡用アタッチメント。
【請求項２】
　前記カバー部と前記突出部との間の間隙付近で前記流路内の流れが前記カバーガラスの
面に沿った方向となるように、前記流路は屈曲していることを特徴とする請求項１に記載
の内視鏡用アタッチメント。
【請求項３】
　前記内視鏡用アタッチメントが、前記挿入管の先端部端面の突出部以外の領域に開口端
が形成され開口端周囲の生体組織を該開口端から吸引するようになっている吸引用チャン
ネルを有する内視鏡に取り付けられるものであり、
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　前記内視鏡用アタッチメントが、一端が前記吸引用チャンネルに連結され他端が前記カ
バー部側に露出している吸引誘導路をさらに有することを特徴とする、請求項１又は２に
記載の内視鏡用アタッチメント。
【請求項４】
　前記吸引誘導路の基端部には管状部が形成されており、前記管状部が前記吸引用チャン
ネルの開口端に差し込まれることによって前記吸引誘導路と前記吸引用チャンネルが連結
していることを特徴とする請求項３に記載の内視鏡用アタッチメント。
【請求項５】
　前記管状部の外径は、前記吸引用チャンネルの開口端の内径に略等しい、ことを特徴と
する請求項４に記載の内視鏡用アタッチメント。
【請求項６】
　前記カバー部が弾性体材料によって形成されていることを特徴とする、請求項１から５
のいずれかに記載の内視鏡アタッチメント。
【請求項７】
　前記弾性体材料がシリコーンゴムであることを特徴とする、請求項６に記載の内視鏡ア
タッチメント。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通常観察のための第１観察部材と、共焦点観察等の特殊な観察を行うための
第２観察部材の双方を備え、通常観察と特殊な観察とを切り換えながら実施可能な内視鏡
に装着されるアタッチメントに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、共焦点観察を行うための共焦点内視鏡が利用されつつある。共焦点内視鏡は、数
１００倍から１０００倍以上という高倍率で被検体を観察することが可能であると共に、
被検体の表面から数１０～数１００μｍ程度の深度のスライス像を得ることができるとい
う特徴を有している。
【０００３】
　一方、共焦点観察による観察画像は極めて狭い領域を高倍率で拡大したものであり、共
焦点観察を行う場合は、被検体の概観を観察して共焦点観察を行う領域を確定するために
、低倍率の通常観察用の内視鏡を併用する必要がある。このため、特許文献１のように、
先端に通常観察用の第１観察部材と共焦点観察用の第２観察部材の双方が設けられた内視
鏡が提案されている。
【特許文献１】特開２００５－６４０
【０００４】
　通常観察は被検体の大まかな形状を観察するものであるため、第１観察部材を被検体か
らある程度離さないと通常観察を行うことができない。また、共焦点観察等の特殊な観察
を行う場合は、その構造上第２観察部材を被検体に密着させる必要がある。このため、特
許文献１の内視鏡においては、通常観察で特殊な観察を行う微小領域を確認しつつ該特殊
な観察を行えるように、内視鏡の先端部に突出部を設け、この突出部の中に第２観察部材
が収納されている。そして、第１観察部材は、内視鏡先端部において突出部が設けられて
いない部分に収納されている。従って、突出部を被検体の表面に押し当てて特殊な観察を
行っている時には第１観察部材は被検体よりやや離れた位置に配置されるので、特殊な観
察と通常観察とを同時に行うことができる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　前述のように、特許文献１のような内視鏡によって特殊な観察を行う場合は、突出部を
被検体に押し当てる必要がある。このため、第２観察部材のカバーガラスに被検体の粘膜
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等の生体組織が付着してカバーガラスが汚れてしまい、特殊な観察による観察画像の画質
低下をもたらすという問題があった。
【０００６】
　本発明は上記の問題を解決するためになされたものである。すなわち、本発明は、内視
鏡で被検体を観察しながら、第２観察部材のカバーガラスを洗浄可能とする内視鏡用アタ
ッチメントを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の目的を達成するため、本発明の内視鏡用アタッチメントは、内視鏡先端部の突出
部の先端部端面の少なくとも一部を覆うカバー部であって、特殊な観察を行うための第２
観察部材のカバーガラスを露出させるための開口窓を備えているものを有し、内視鏡用ア
タッチメントを内視鏡先端部に取り付けると、内視鏡用アタッチメントと突出部との間の
間隙と洗浄用チャンネルの開口端との間に流路が形成されるようになっている。
【０００８】
　内視鏡には洗浄水などの流体を内視鏡先端部に送って放出させ、被検体の洗浄などを行
うための洗浄用チャンネルが設けられている。本発明の内視鏡用アタッチメントを内視鏡
に装着することにより、この洗浄用チャンネルから放出される流体を第２観察部材のカバ
ーガラスに送ってカバーガラスを洗浄することができる。また、本発明の内視鏡用アタッ
チメントは、内視鏡の先端部に着脱可能に取り付けるものであるので、洗浄用チャンネル
及び突出部を有する既存の内視鏡にこの内視鏡用アタッチメントを取り付けることによっ
て、第２観察部材のカバーガラスが洗浄可能となる。
【発明の効果】
【０００９】
　以上のように、本発明によれば、内視鏡で被検体を観察しながら、第２観察部材のカバ
ーガラスを洗浄可能とする内視鏡用アタッチメントが実現される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、本発明の実施の形態に付き、図面を用いて詳細に説明する。図１は、本発明の第
１の実施の形態による共焦点内視鏡システムの構成を示したものである。共焦点内視鏡シ
ステム１は、電子内視鏡１００と、夫々電子内視鏡１００に接続される通常観察用プロセ
ッサ２００と共焦点観察用プロセッサ３００と、該プロセッサ２００、３００に夫々接続
されている通常観察用モニタ４０２、共焦点観察用モニタ４０３と、を有する。
【００１１】
　電子内視鏡１００は、共焦点内視鏡システム１の操作者によって把持されるハンドル部
１５０から、挿入管１４０、第１ケーブル１６１、第２ケーブル１６２が伸びている構造
となっている。挿入管１４０は可撓性を持ち体腔内に挿入されるようになっており、その
先端部１３０には、通常観察画像を得るための通常観察部１１０と、共焦点観察を行うた
めの共焦点観察部１２０とが設けられている。第１ケーブル１６１の先端は、通常観察用
プロセッサ２００に接続されるコネクタ部１６１ａとなっている。同様に、第２ケーブル
１６２の先端は、共焦点観察用プロセッサ３００に接続されるコネクタ部１６２ａとなっ
ている。
【００１２】
　電子内視鏡１００の通常観察部１１０（特許請求の範囲における「第１観察部材」に対
応）は、ＣＣＤ１１１と、結像光学系１１２と、カバーガラス１１３とを有する。カバー
ガラス１１３は、電子内視鏡１００の先端部端面１３１上に配置されており、通常観察部
１１０の内部に光を透過させると共に、通常観察部１１０に体液等が混入しないように保
護する。カバーガラス１１３を透過した光は結像光学系１１２によってＣＣＤ１１１の受
光面に結像するようになっている。すなわち、電子内視鏡１００の先端部１３０の付近の
体腔内の生体組織Ｓの像が、ＣＣＤ１１１の受光面上で結像するようになっている。
【００１３】
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　ＣＣＤ１１１は、受光面上の像を一定のタイミング（例えば１／３０秒おき）で光電変
換し、映像信号を生成する。この映像信号は、電子内視鏡の挿入管１４０内、ハンドル部
１５０内、第１ケーブル１６１内に亙って設けられている映像信号ワイヤ１１４を介して
、通常観察用プロセッサ２００の画像処理ユニットに送信される。
【００１４】
　通常観察用プロセッサ２００は、通常観察部１１０からの映像信号を処理して通常観察
用モニタ４０２に映像として表示させるビデオプロセッサとしての機能と、電子内視鏡１
００の先端部１３０の周囲を照明するための照明光を生成する光源としての機能と、先端
部１３０から送水、送気を行う送気送水ポンプとしての機能と、先端部１３０周囲の生体
組織等を吸引する吸引ポンプとしての機能を有する。
【００１５】
　通常観察用プロセッサ２００のビデオプロセッサとしての機能は、通常観察用プロセッ
サ２００のコントローラ２１０が画像処理ユニット２２０を制御することによってなされ
る。これにより、ＣＣＤ１１１の受光面上に結像した像が通常観察モニタ４０２に表示さ
れる。
【００１６】
　次に、通常観察用プロセッサ２００の光源としての機能について説明する。電子内視鏡
の挿入管１４０内、ハンドル部１５０内、第１ケーブル１６１内に亙って、光ファイババ
ンドル等のライトガイド１７１が設けられている。ライトガイド１７１の一端１７１ａは
、電子内視鏡１００の先端部１３０の先端部端面１３１上に配置されている。また、ライ
トガイド１７１の他端１７１ｂは、第１ケーブル１６１を通常観察用プロセッサ２００に
接続した時に、該通常観察用プロセッサ２００に内蔵されている光源ユニット２３０に接
続されるようになっている。光源ユニット２３０は、キセノンランプなどの光源ランプと
、光源ランプによって生成された光をライトガイド１７１の他端１７１ｂに入射させる集
光レンズと、集光レンズとライトガイド１７１の他端１７１ｂの間に配置された絞りと、
を有する。ライトガイド１７１の他端１７１ｂに入射した光は、ライトガイド１７１を通
って一端１７１ａから放射され、電子内視鏡１００の先端部付近の体腔の表面Ｓを照射す
る。なお、光源ユニット２３０の絞りの開度は通常観察用プロセッサ２００のコントロー
ラ２１０によって制御される。具体的には、コントローラ２１０は、電子内視鏡１００の
ＣＣＤ１１１から送られる映像信号のレベルに基づいて、通常観察画像がブラックアウト
、ホワイトアウトしているかどうかを判別し、ブラックアウトが発生していると判断した
時は絞りの開度を大きくし、またホワイトアウトが発生している時は絞りの開度を小さく
して、調光を行う。
【００１７】
　次に、通常観察用プロセッサ２００の送気送水ポンプとしての機能について説明する。
電子内視鏡１００の挿入管１４０内、ハンドル部１５０内、第１ケーブル１６１内に亙っ
て送水用チャンネル１７２、送気用チャンネル１７３が設けられている。送水用チャンネ
ル１７２の一端１７２ａ及び送気用チャンネル１７３の一端１７３ａは、共に電子内視鏡
１００の先端部端面１３１に配置されている開口端である。通常観察用プロセッサ２００
は洗浄用の流体の一つである水が貯蔵されている吸水タンク２５０を有する。送水用チャ
ンネル１７２の他端１７２ｂ側は吸水タンク２５０内に差し込まれており、他端１７２ｂ
は吸水タンク２５０の水面２５１よりも十分低い位置に位置する。通常観察用プロセッサ
２００は、吸水タンク２５０及び送気中部１７３の他端と接続されたエアポンプ２４０を
有している。また、送水用チャンネル１７２及び送気用チャンネル１７３の中途（ハンド
ル部１５０内）には、第１の弁体１５２が設けられている。第１の弁体１５２は、「送水
用チャンネル１７２の開口端１７２ａと他端１７２ｂが連通し、且つ送気用チャンネル１
７３の開口端１７３ａと他端１７３ｂが連通していない第１の状態」「送水用チャンネル
１７２の開口端１７２ａと他端１７２ｂが連通せず、且つ送気用チャンネル１７３の開口
端１７３ａと他端１７３ｂが連通する第２の状態」「送水用チャンネル１７２の開口端１
７２ａと他端１７２ｂ、及び送気用チャンネル１７３の開口端１７３ａと他端１７３ｂが
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、共に連通していない第３の状態」の３つの状態を切り換えることができる。
【００１８】
　上記第１の状態においては、エアポンプ２４０から吸水タンク２５０に送られる高圧空
気により、吸水タンク２５０の水面２５１が押し下げられることになり、送水用チャンネ
ル１７２の開口端１７２ａから水が放射される。また、上記第２の状態においては、エア
ポンプ２４０からの高圧空気が送気用チャンネル１７３を通ってその開口端１７３ａから
噴射される。上記第３の状態においては、送水用チャンネル１７２の開口端１７２ａから
水が放射されることもなく、また高圧空気が送気用チャンネル１７３の開口端１７３ａか
ら噴射されることもない。弁体１５２の状態は、ハンドル部１５０に設けられた第１の操
作ボタン１５１を操作することによって切り換えることができるようになっている。従っ
て、共焦点内視鏡システム１の操作者は、第１の操作ボタン１５１を操作することによっ
て、内視鏡１００の先端１３０から水を放射させる、及び高圧空気を噴射させることがで
きる。
【００１９】
　次に、通常観察用プロセッサ２００の吸引ポンプとしての機能について説明する。電子
内視鏡１００の挿入管１４０内、ハンドル部１５０内、第１ケーブル１６１内に亙って吸
引用チャンネル１７４が設けられている。吸引用チャンネル１７４の一端１７４ａは、電
子内視鏡１００の先端部端面１３１に配置されている開口端である。通常観察用プロセッ
サ２００は、吸引用ポンプ２６０を有しており、吸引用チャンネル１７４の他端１７４ｂ
はこの吸引用ポンプ２６０に接続されている。また、吸引用チャンネル１７４の中途（ハ
ンドル部１５０内）には、第２の弁体１５４が設けられている。第２の弁体１５４は、「
吸引用チャンネル１７４の開口端１７４ａと他端１７４ｂとが連通している第１の状態」
と「吸引用チャンネル１７４の開口端１７４ａと他端１７４ｂとが連通していない第２の
状態」とを切り換えることができる。上記第１の状態においては、吸引用チャンネル１７
４の開口端１７４ａ側に陰圧が与えちれ、体腔内の液体や生体組織等を吸引用チャンネル
１７４内に吸引して除去することが出来るようになっている。この第１の状態と第２の状
態は、ハンドル部１５０に設けられた第２の操作ボタン１５３を操作することによって切
り換えることができるようになっている。従って、共焦点内視鏡システム１の操作者は、
第２の操作ボタン１５３を操作することによって、上記の吸引を行うことができる。
【００２０】
　次いで、共焦点観察用プロセッサ３００の構成につき説明する。電子内視鏡１００の先
端部１３０には、共焦点観察部１２０（特許請求の範囲の「第２観察部材」に相当）が設
けられている。また、電子内視鏡１００の挿入管１４０内、ハンドル部１５０内、第２ケ
ーブル１６２内に亙って、光ファイバ１７５が設けられている。光ファイバ１７５の一端
は、共焦点観察部１２０内に収容されており、また、光ファイバ１７５の他端１７５ａは
、コネクタ部１６２ａ内に配置されている。
【００２１】
　共焦点プロセッサ３００は、レーザ光を生成するレーザ光源部３１０を内蔵している。
レーザ光源部３１０は、レーザ光を生成してこれを光ファイバ１７５の他端１７５ａに入
射させるようになっている。なお、レーザ光源部３１０にて生成されたレーザ光は、一旦
ピンホール３１１を通過した後に光ファイバ１７５の他端１７５ａに入射するようになっ
ている。
【００２２】
　光ファイバ１７５の他端１７５ａに入射したレーザ光は、光ファイバ１７５を通ってそ
の一端から放射される。放射されたレーザ光は、共焦点観察部１２０内の光学系によって
、電子内視鏡外の所定の位置で焦点を結ぶように集光される。この集光位置付近に生体組
織がある場合、レーザ光は生体組織にて反射又は散乱し、その戻り光は共焦点観察部１２
０内の光学系を介して光ファイバ１７５の一端に入射する。そして、戻り光は光ファイバ
１７５の他端１７５ａに戻される。戻り光は、レーザ光源部３１０と光ファイバ１７５の
他端１７５ａとの間に配置された屈曲手段３３０（プリズムなど）によって屈曲される。
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【００２３】
　共焦点プロセッサ３００は、受光部３２０を有しており、屈曲部３３０で屈曲した戻り
光がこの受光部３２０に入射するようになっている。受光部３２０は、入射した戻り光の
光量を検出することができる。また、屈曲手段３３０と受光部３２０との間にはピンホー
ル３２１が配置されている。レーザ光源部３１０側のピンホール３１１から屈曲手段３３
０までの光路長と、屈曲手段３３０からピンホール３２１までの光路長は等しい。このた
め、共焦点観察部１２０内の光学系によってレーザ光が集光される集光位置で反射又は散
乱した戻り光のみが、ピンホール３２１を通過して受光部３２０に入射する。従って、受
光部３２０で検出される光量は、集光位置における生体組織の特性（反射率や透過率等）
を反映したものとなる。
【００２４】
　電子内視鏡１００の共焦点観察部１２０は、レーザ光の集光位置を、レーザ光の光軸に
直交する二軸方向に移動させるための駆動手段（例えば圧電アクチュエータ）を有する。
このため、駆動手段によってレーザ光の集光位置をこの二軸方向に走査させ、その時の戻
り光の光量を受光部にて検出し、この検出値を、集光位置の座標に応じた画面上にマッピ
ングすることにより、一平面上における生体組織の画像（共焦点観察画像）を得ることが
できる。得られた画像は、画像処理ユニット３４０によって処理されて、共焦点観察用モ
ニタ４０３に送られる。このようにして、共焦点観察用モニタ４０３に共焦点観察画像が
表示される。共焦点観察画像は、極めて微小なスポットに集光されたレーザ光を操作する
ことによって得られた画像であるため、通常高い解像度（拡大率）の画像を得ることがで
きる。なお、受光部３２０から得られた光量の検出値の処理、画像処理ユニット３４０の
制御、及び共焦点観察部１２０の駆動手段の制御などは、共焦点観察用プロセッサ３００
のコントローラ３５０によって行われる。
【００２５】
　以上のように、本実施形態の共焦点内視鏡システム１によれば、通常観察と共焦点観察
とを行うことができる。共焦点観察は、極めて微小な領域を高倍率で観察することができ
るものであるが、その構造上、共焦点観察部１２０を観察対象となる生体組織に近接させ
る必要がある。一方、通常観察は、比較的広い領域を観察するためのものであり、通常観
察部１１０は観察対象の生体組織からある程度離す必要がある。このため、本実施形態の
電子内視鏡１００は、共焦点観察部１２０の先端は先端部端面１３１から突出している。
【００２６】
　ここで、電子内視鏡１００の先端部１３０の構造について説明する。図２（ａ）は、先
端部１３０を先端側から見た平面図であり、図２（ｂ）は、先端部１３０の斜視図である
。図２に示されるように、共焦点観察部１２０は、先端部１３０の先端部端面１３１の隅
から、挿入管１４０の軸方向に突出している。また、この共焦点観察部１２０の先端には
カバーガラス１２１が設けられている。先端部１３０の一部は、この共焦点観察部１２０
の側面を覆うように隆起した突出部１３２となっている。送水用チャンネル１７２の開口
端１７２ａ、送気用チャンネル１７３の開口端１７３ａ、及び吸引チューブ１７４の開口
端１７４ａは、この突出部１３２の近くに配置されている。
【００２７】
　本実施形態においては、前述のように体腔内の生体組織に近接させた状態で、より具体
的には、共焦点観察部１２０のカバーガラス１２１を生体組織に押し当てた状態で共焦点
観察を行う。このため、一回共焦点観察を行うとカバーガラス１２１が汚れてしまう。そ
こで、本実施形態においては、送水用チャンネル１７２から放出させる水をカバーガラス
に誘導させ、この水によってカバーガラス１２１を洗浄するようにしている。
【００２８】
　このような目的のため、本実施形態においては、内視鏡用アタッチメント５００（図１
）を先端部１３０に取り付ける。次に、内視鏡用アタッチメント５００の形状、機能につ
いて説明する。図３（ａ）は内視鏡用アタッチメント５００を内視鏡先端側から見た正面
図であり、（ｂ）は内視鏡用アタッチメント５００を内視鏡基端側から見た背面図であり
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、（ｃ）は内視鏡用アタッチメント５００を内視鏡基端側から見た斜視図である。また、
本実施形態の内視鏡用アタッチメント５００を内視鏡先端部１３０に取り付けた状態を内
視鏡先端側から見た正面図を図４（ａ）に、また、内視鏡用アタッチメント５００が取り
付けられた内視鏡先端部１３０の斜視図を図４（ｂ）に、夫々示す。また、図５は、図４
（ａ）のＩ－Ｉ断面図である。
【００２９】
　図３に示されるように、内視鏡用アタッチメント５００は、内視鏡先端部１３０の側面
１３３（図２）に装着される環状部５０１と、先端部１３０の突出部１３２の先端部端面
１３２ｂ（図２）を覆うカバー部５０２と、突出部１３２の側面１３２ａを覆う側壁部５
０３と、アタッチメント５００を先端部１３０に取り付けた時に送水用チャンネル１７２
の開口端１７２ａ（図２）を覆うよう構成された流路ブロック５１０とが一体に形成され
た部材である。図２に示されているように、突出部１３２は略三角柱形状となっている。
そして、図３に示されるように、環状部５０１の一部、側壁部５０３、流路ブロック５１
０の側面は、突出部１３２の３側面（１３２ａ）に当接するような形状となっている。従
って、環状部５０１の一部、側壁部５０３及び流路ブロック５１０の側面からなる凹部に
突出部１３２を嵌め合わせることによって、先端部１３０に対する内視鏡用アタッチメン
ト５００の位置決めがなされる。
【００３０】
　カバー部５０２には開口５０２ａが設けられている。図４に示されるように、開口５０
２ａは、共焦点観察部１２０のカバーガラス１２１に対応する位置に形成されている。ま
た、流路ブロック５１０には、内視鏡用アタッチメント５００を内視鏡先端部１３０に取
り付けた時に先端部端面１３１と当接するようになっている第１当接面５１１と、内視鏡
用アタッチメント５００を内視鏡先端部１３０に取り付けた時に先端部１３０の突出部１
３２の側面１３２ａと当接するようになっている第２当接面５１２と、第１当接面５１１
から第２当接面５１２に亙って形成されている凹部５１３と、を有する（図３）。この凹
部５１３は、図４（ａ）及び図５に示されるように、送水用チャンネル１７２の開口端１
７２ａに対応する位置に設けられている。また、アタッチメント５００のカバー部５０２
の裏面には、開口５０２ａの縁部から凹部５１３に向って延びる溝５０２ｂが形成されて
いる（図３）。このため、内視鏡用アタッチメント５００を内視鏡先端部１３０に装着す
ると、図５に示されるように、先端部１３０の突出部１３２の側面１３２ａと凹部５１３
によって空洞部が形成される。そして、この空洞部と溝５０２ｂによって、送水用チャン
ネル１７２の開口端１７２ａからアタッチメント５００の開口５０２ａの縁部に至る流路
が形成される。従って、送水用チャンネル１７２から送水を行うと、水はこの流路を通っ
て開口５０２ａの縁部から放射される。また、図５に示されるように、この流路はΓ字状
に屈曲しており、開口５０２ａの縁部付近では流れはカバーガラス１２１に沿った方向と
なる。このため、水はカバーガラス１２１の表面に沿った方向に放射され、カバーガラス
１２１が洗浄される。
【００３１】
　以上のように、本実施形態の内視鏡用アタッチメント５００は、共焦点観察部１２０の
カバーガラス１２１を洗浄するための流路を形成するためのものであるが、本発明はこの
本実施形態の構成のみに限定されるものではなく、様々な変形が可能である。以下に説明
する本発明の第２の実施の形態の内視鏡用アタッチメントは、共焦点観察部１２０のカバ
ーガラス１２１を洗浄するための流路を形成するとともに、共焦点観察時に生体組織を吸
引してカバーガラス１２１に生体組織を密着させることを可能としたものである。
【００３２】
　図６（ａ）は本実施形態の内視鏡用アタッチメント５００を内視鏡先端側から見た正面
図であり、（ｂ）は内視鏡用アタッチメント５００を内視鏡基端側から見た背面図であり
、（ｃ）は内視鏡用アタッチメント５００を内視鏡基端側から見た斜視図である。また、
本実施形態の内視鏡用アタッチメント５００を内視鏡先端部１３０に取り付けた状態を内
視鏡先端側から見た正面図を図７（ａ）に、また、内視鏡用アタッチメント５００が取り
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付けられた内視鏡先端部１３０の斜視図を図７（ｂ）に、夫々示す。なお、第１の実施形
態と本実施形態との違いは、内視鏡用アタッチメント５００の形状のみであり、電子内視
鏡１００、プロセッサ２００、３００の構成は同一である。以下の説明においては、第１
の実施形態と同一又は類似の機能を有する部分については、第１の実施形態と同一の符号
を配し、それらについての詳細な説明は省略する。
【００３３】
　図６及び図７に示されるように、本実施形態の内視鏡用アタッチメント５００は、流路
ブロック５１０が吸引用チャンネル１７４の開口端１７４ａを覆う位置まで広がっており
（図７参照）、且つ、吸引用チャンネル１７４の開口端１７４ａに対応する位置に貫通孔
５１４（特許請求の範囲における「吸引誘導路」に相当）が形成されている点である。図
６及び７に示されるように、貫通孔５１４の一端はカバー部５０２上に配置されている。
そのため、内視鏡用アタッチメント５００を内視鏡先端部１３０に装着すると、貫通孔５
１４と吸引用チャンネル１７４が連通する。そして、内視鏡用アタッチメント５００のカ
バー部５０２を生体組織に押し当てた状態で吸引動作を行うと、吸引用チャンネル１７４
付近の生体組織が吸引され、カバーガラス１２１に生体組織を密着させることができる。
前述のように、共焦点観察は二軸方向に走査を行うことによって一枚の画像を形成するも
のであり、画像一枚分の走査が完了するまでにある程度の時間を要する。このため、例え
ば動脈付近の生体組織のように脈動、又は振動している生体組織を観察するような場合で
あっても、生体組織をカバーガラス１２１に対して固定させることができ、脈動や振動に
よる乱れの無い共焦点観察画像が得られる。
【００３４】
　また、貫通孔５１４の基端側端部には、基端側に向って突出する管部５１５が設けられ
ている。すなわち、内視鏡用アタッメント５００を内視鏡先端部１３０に装着すると、管
部５１５が吸引用チャンネル１７４に差し込まれることになる。ここで、管部５１５の外
径は吸引用チャンネル１７４の開口端１７４ａの内径と略等しいため、管部５１５が吸引
用チャンネル１７４に差し込まれることによって、貫通孔５１４と吸引用チャンネル１７
４とは漏れなく連結される。また、管部５１５と吸引用チャンネル１７４との係合は、内
視鏡用アタッチメント５００の内視鏡先端部１３０に対する位置決めとしても機能する。
【００３５】
　なお、本実施形態の内視鏡用アタッチメント５００は、弾性材料、特に表面の摩擦係数
の高いシリコーンゴムを成形することによって形成されている。ただし、本発明は上記の
構成に限定されるものではなく、剛性の高いプラスチックなどで内視鏡用アタッチメント
５００を形成しても良い。ただし、少なくともカバー部５０２を弾性材料とすると、送水
時に水圧でカバー部５０２、特に溝５０２ｂの部分が変形してより多くの水をカバーガラ
ス１２１に送ることができるため、有用であるといえる。
【００３６】
　本実施形態においては、第２観察部材は共焦点観察を行うための部材であるが、被検体
に密着させて観察を行う他の観察部材（例えば、焦点距離が極端に小さいレンズを用いて
高倍率の観察を行うための拡大観察部材）を第２観察部材としたものも、本発明の範囲内
である。
【００３７】
　また、本実施形態においては、送水用チャンネルからの水流を第２観察部材のカバーガ
ラス側に誘導してカバーガラスを洗浄しているが、送気用チャンネルからのエアを第２観
察部材のカバーガラス側に誘導して、エアによってカバーガラスの付着物を吹き飛ばすよ
うにした構成もまた、本発明の範囲内である。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】本発明の第１の実施の形態による共焦点内視鏡システムの構成を示したものであ
る。
【図２】本発明の第１の実施の形態の内視鏡の先端部を示したものである。
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【図３】本発明の第１の実施の形態の内視鏡用アタッチメントの形状を示したものである
。
【図４】本発明の第１の実施の形態の内視鏡用アタッチメントを内視鏡に取り付けた時の
状態を示したものである。
【図５】図４のＩ－Ｉ断面図である。
【図６】本発明の第２の実施の形態の内視鏡用アタッチメントの形状を示したものである
。
【図７】本発明の第２の実施の形態の内視鏡用アタッチメントを内視鏡に取り付けた時の
状態を示したものである。
【符号の説明】
【００３９】
　　１　　共焦点内視鏡システム
１００　　電子内視鏡
１１０　　通常観察部
１２０　　共焦点観察部
１３０　　内視鏡先端部
１３１　　先端部端面
１３２　　突出部
１７２　　送水用チャンネル
１７３　　送気用チャンネル
１７４　　吸引用チャンネル
２００　　通常観察用プロセッサ
３００　　共焦点観察用プロセッサ
４０２　　通常観察用モニタ
４０３　　共焦点観察用モニタ
５００　　内視鏡用アタッチメント
５０１　　環状部
５０２　　カバー部
５０２ａ　開口
５０２ｂ　溝
５１０　　流路ブロック
５１３　　凹部
５１４　　貫通孔
５１５　　管部
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